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労
働
時
間
「
延
長
」
の
兆
し
も
 

ドイツ 
　
ド
イ
ツ
は
こ
れ
ま
で
、
労
働
時
間
短
縮
の

国
と
し
て
知
ら
れ
て
き
た
。
金
属
産
業
（
西

独
地
域
）
の
週
三
五
時
間
制
は
そ
の
象
徴
と

い
え
る
。
ま
た
、
週
二
八
・
八
時
間
制
を
導

入
し
て
雇
用
を
守
っ
た
フ
ォ
ル
ク
ス
ワ
ー
ゲ

ン
の
施
策
は
、
ワ
ー
ク
シ
ェ
ア
リ
ン
グ
の
代

表
事
例
と
し
て
知
ら
れ
て
い
る
。
し
か
し
、

長
引
く
経
済
低
迷
と
高
い
失
業
を
背
景
に
、

最
近
で
は
労
働
時
間
の
延
長
が
提
起
さ
れ
、

変
化
の
兆
し
が
見
え
始
め
た
。 

　
連
邦
統
計
庁
が
今
年
一
月
に
発
表
し
た
統

計
に
よ
る
と
、
一
人
当
た
り
の
年
間
総
労
働

時
間
は
二
〇
〇
三
年
で
一
四
四
五
時
間
で
あ

り
、
そ
の
前
年
に
は
一
四
四
三
時
間
と
過
去

最
低
を
記
録
し
て
い
る
。
た
だ
し
今
世
紀
に

入
り
、
そ
れ
ま
で
の
低
下
傾
向
は
止
ま
っ
た

か
に
見
え
る
。
労
働
時
間
の
微
増
傾
向
は
研

究
機
関
の
予
測
に
も
表
わ
れ
て
お
り
、
Ｉ
Ａ

Ｂ
（
労
働
市
場
職
業
研
究
所
）
は
、
〇
四
年

の
所
定
外
労
働
時
間
は
一
人
当
た
り
四
七
・

一
時
間
と
な
り
、
対
前
年
比
二
％
増
加
す
る

と
見
込
ん
で
い
る
。
も
ち
ろ
ん
、
日
本
の
〇

三
年
実
績
一
二
〇
時
間
（
厚
生
労
働
省
毎
月

勤
労
統
計
、
平
成
一
五
年
）
に
比
べ
れ
ば
、

絶
対
値
は
低
い
。 

　
週
当
た
り
労
働
時
間
は
、
原
則
と
し
て
労

使
交
渉
に
よ
っ
て
決
定
さ
れ
る
。
九
五
年
以

来
導
入
さ
れ
て
い
る
金
属
産
業
（
西
独
地
域
）

の
「
週
三
五
時
間
労
働
」
は
ド
イ
ツ
の
労
働

時
間
短
縮
の
象
徴
で
あ
り
、
一
方
、
公
務
部

門
の
週
三
八
・
五
時
間
や
化
学
産
業
（
西
独

地
域
）
の
週
三
七
・
五
時
間
な
ど
は
、
国
内

で
は
一
般
的
な
水
準
だ
。
協
約
に
基
づ
く
一

人
当
た
り
平
均
週
労
働
時
間
は
、
Ｗ
Ｓ
Ｉ
（
ハ

ン
ス
・
ベ
ッ
ク
ラ
ー
財
団
付
属
経
済
社
会
科

学
研
究
所
）
に
よ
る
と
、
〇
二
年
時
点
で
、

西
独
地
域
三
七
・
四
時
間
、

東
独
地
域
三
九
・
一
時
間
と

な
っ
て
い
る
。 

  

　
法
制
度
か
ら
み
た 

　
労
働
時
間 

　
こ
の
よ
う
な
労
働
時
間
は
、

「
協
約
自
治
」
の
原
則
に
基

づ
き
、
原
則
的
に
は
労
使
が

規
定
し
て
い
る
。
九
四
年
制

定
の
労
働
時
間
法
は
、
一
労

働
日
当
た
り
八
時
間
を
超
え
て
は
な
ら
な
い

（
時
間
外
労
働
を
含
め
た
実
労
働
時
間
）
と

原
則
を
示
し
つ
つ
、
変
形
（
弾
力
的
）
労
働

時
間
制
導
入
の
場
合
や
、
労
働
協
約
あ
る
い

は
労
働
協
約
に
基
づ
く
事
業
所
協
定
、
そ
の

他
同
法
で
定
め
る
例
外
規
定
な
ど
に
よ
っ
て
、

一
定
の
条
件
の
も
と
で
の
延
長
を
可
能
に
し

て
い
る
。
ま
た
、
こ
の
法
律
で
は
、
い
わ
ゆ

る
時
間
外
割
増
賃
金
に
関
す
る
規
定
が
な
い
。

た
だ
し
、
時
間
外
労
働
に
つ
い
て
、
労
働
協

約
で
所
定
労
働
時
間
を
超
過
し
た
際
に
賃
金

の
割
増
を
定
め
て
い
る
場
合
が
多
い
。
ま
た
、

労
働
協
約
で
、
時
間
外
労
働
分
を
「
労
働
時

間
口
座
」
に
貯
め
、
そ
れ
を
ま
と
め
て
休
暇

と
し
て
処
理
す
る
シ
ス
テ
ム
も
多
く
の
産
業

分
野
で
見
ら
れ
る
。 

  

　
金
属
産
業
労
働
協
約
の 

　
波
紋
と
さ
ま
ざ
ま
な
動
き 

　
こ
の
よ
う
な
「
時
短
の
国
」
ド
イ
ツ
で
も
、

最
近
変
化
の
兆
し
が
出
て
き
た
。
金
属
産
業

で
今
年
二
月
に
締
結
さ
れ
た
労
働
協
約
で
は
、

週
三
五
時
間
（
西
独
地
域
）
の
原
則
は
変
え

な
い
も
の
の
、
高
い
技
能
資
格
を
も
つ
か
、

あ
る
い
は
職
位
の
ラ
ン
ク
が
高
い
従
業
員
に

対
し
て
、
事
業
所
の
従
業
員
数
の
五
割
ま
で

を
、
週
四
〇
時
間
労
働
に
就
か
せ
る
こ
と
を

可
能
に
し
て
い
る
。
こ
れ
ま
で
の
協
約
で
も
、

事
業
所
全
体
の
一
八
％
の
従
業
員
に
週
四
〇

時
間
ま
で
延
長
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
た
が
、

そ
の
範
囲
が
広
が
っ
た
こ
と
に
な
る
。
さ
ら

に
、
「
競
争
力
を
明
ら
か
に
高
め
、
か
つ
職

場
を
守
る
こ
と
が
で
き
る
」
場
合
、
労
使
合

意
を
前
提
に
、
そ
の
対
象
事
業
所
内
の
週
四

〇
時
間
労
働
を
可
能
に
し
て
い
る
。
こ
の
ケ

ー
ス
で
は
、
ジ
ー
メ
ン
ス
社
が
、
移
動
通
信

関
連
の
事
業
所
（
二
〇
〇
〇
人
規
模
）
で
週

四
〇
時
間
モ
デ
ル
を
、
Ｉ
Ｇ
メ
タ
ル
（
金
属

産
業
労
組
）
の
同
意
を
経
て
導
入
す
る
な
ど
、

明
ら
か
な
「
延
長
」
の
動
き
も
出
て
い
る
。 

　
Ｉ
Ｇ
メ
タ
ル
に
よ
る
と
、
協
約
を
結
ん
で

い
る
六
〇
〇
〇
事
業
所
の
う
ち
、
二
七
〇
事

業
所
が
、
何
ら
か
の
労
働
時
間
の
延
長
措
置

を
実
施
し
て
い
る
。
そ
の
中
に
は
、
ダ
イ
ム

ラ
ー
・
ク
ラ
イ
ス
ラ
ー
、
Ｂ
Ｍ
Ｗ
、
ボ
ッ
シ

ュ
な
ど
の
大
企
業
が
含
ま
れ
る
。
た
だ
し
、

こ
れ
ら
の
対
象
事
業
所
は
研
究
開
発
部
門
が

多
く
、
製
造
現
場
な
ど
へ
の
波
及
は
限
定
的

だ
。
一
方
で
、
フ
ォ
ル
ク
ス
ワ
ー
ゲ
ン
型
ワ

ー
ク
シ
ェ
ア
リ
ン
グ
モ
デ
ル
を
採
用
す
る
企

業
も
あ
る
。
昨
年
秋
以
降
、
オ
ペ
ル
が
主
力

工
場
で
週
三
〇
時
間
制
の
導
入
、
ド
イ
ツ
テ

レ
コ
ム
が
週
三
八
時
間
か
ら
週
三
四
時
間
へ

の
労
働
時
間
削
減
を
打
ち
出
し
て
話
題
と
な

っ
た
。
ま
た
、
バ
ー
デ
ン
・
ヴ
ュ
ル
テ
ン
ベ

ル
ク
・
エ
ネ
ル
ギ
ー
会
社
で
も
、
週
四
日
労

働
制
を
導
入
し
て
い
る
。 

　
公
務
分
野
で
は
、
地
方
自
治
体
の
労
働
時

間
延
長
が
提
起
さ
れ
、
労
使
の
大
き
な
争
点

と
な
り
つ
つ
あ
る
。
三
月
末
か
ら
四
月
初
め

に
か
け
て
、
バ
イ
エ
ル
ン
州
で
週
四
二
時
間

制
、
ノ
ル
ト
ラ
イ
ン
・
ヴ
ェ
ス
ト
フ
ァ
ー
レ
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時
短
で
も
仕
事
は
減
ら
な
い
？
―
週
三
五
時
間
労
働
制
と
そ
の
影
響
―
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フランス 
ン
州
で
新
採
用
労
働
者
へ
の
週
四
一
時
間
制

（
同
州
の
公
務
員
に
は
す
で
に
一
月
よ
り
適

用
済
み
）
が
州
当
局
か
ら
提
起
さ
れ
た
。
と

く
に
バ
イ
エ
ル
ン
州
首
相
Ｅ
・
シ
ュ
ト
イ
バ

ー
氏
（
キ
リ
ス
ト
教
社
会
同
盟
＝
Ｃ
Ｓ
Ｕ
党

首
）
を
中
心
に
「
延
長
」
の
声
が
強
ま
っ
て

い
る
。
こ
れ
に
対
し
公
務
労
働
者
を
組
織
す

る
Ｖ
ｅ
ｒ
ｄ
ｉ
（
統
一
サ
ー
ビ
ス
産
業
労
組
）

の
Ｆ
・
ブ
ジ
ル
ス
ケ
委
員
長
は
「
公
務
分
野

だ
け
で
一
〇
万
人
以
上
の
職
が
失
わ
れ
る
」

と
し
、
ス
ト
ラ
イ
キ
も
辞
さ
な
い
と
反
発
し

て
い
る
。
こ
の
論
争
は
四
月
末
時
点
で
未
解

決
で
あ
る
が
、
論
議
は
さ
ら
に
活
発
化
す
る

様
相
を
見
せ
て
い
る
。 

（
国
際
研
究
部
　
主
任
調
査
員
・
吉
田
和
央
） 

　
週
法
定
労
働
時
間
が
従
来
の
三
九
時
間
か

ら
三
五
時
間
に
短
縮
さ
れ
た
フ
ラ
ン
ス
。
そ

の
背
景
に
は
、
一
九
七
〇
年
代
後
半
か
ら
陥

っ
た
深
刻
な
経
済
不
況
や
、
上
昇
傾
向
の
続

く
失
業
率
が
存
在
す
る
。
フ
ラ
ン
ス
の
時
短

政
策
の
目
的
は
、
労
働
時
間
の
短
縮
を
軸
と

す
る
新
た
な
働
き
方
の
導
入
に
よ
り
、
企
業

や
経
済
の
成
長
を
促
し
、
雇
用
増
加
へ
結
び

つ
け
る
こ
と
で
あ
っ
た
。
こ
う
し
た
政
府
主

導
の
時
短
政
策
は
、
「
雇
用
創
出
型
ワ
ー
ク

シ
ェ
ア
リ
ン
グ
」
と
特
徴
づ
け
ら
れ
、
そ
の

雇
用
創
出
効
果
が
常
に
注
目
さ
れ
て
き
た
。

一
方
で
、
実
際
に
働
く
人
々
の
生
活
に
は
、

ど
の
よ
う
な
影
響
を
与
え
て
い
る
の
か
。 

　
労
働
時
間
の
短
縮
は
、
一
九
九
八
年
六
月

の
「
労
働
時
間
短
縮
に
関
す
る
方
向
付
け
と

イ
ン
セ
ン
テ
ィ
ブ
付
与
の
た
め
の
法
」（
い
わ

ゆ
る
「
オ
ブ
リ
第
一
法
」）
と
二
〇
〇
〇
年
一

月
の
「
交
渉
に
も
と
づ
く
労
働
時
間
の
短
縮

に
関
す
る
法
」（
い
わ
ゆ
る「
オ
ブ
リ
第
二
法
」）

に
よ
る
労
働
法
典
の
改
正
で
実
現
し
た
。
こ

れ
に
よ
り
、
二
一
人
以
上
の
事
業
所
で
は
二

〇
〇
〇
年
二
月
か
ら
、
二
〇
人
以
下
の
事
業

所
で
は
二
〇
〇
二
年
一
月
か
ら
、
週
三
五
時

間
制
（
特
定
の
業
種
や
業
務
に
つ
い
て
は
、

特
例
あ
り
）
が
導
入
さ
れ
た
。
た
だ
し
、
二

〇
〇
一
年
九
月
に
フ
ラ
ン
ス
政
府
は
、
時
間

外
労
働
も
含
め
た
労
働
時
間
の
上
限
の
一
時

的
引
き
上
げ
を
実
施
し
て
い
る
。
経
済
情
勢

を
ふ
ま
え
、
中
小
企
業
を
中
心
と
し
た
使
用

者
側
の
負
担
を
考
慮
し
た
た
め
で
あ
る
。
　 

　
法
定
労
働
時
間
の
原
則
は
、
週
三
五
時
間

で
あ
る
が
、
労
働
時
間
の
再
編
を
容
易
に
す

る
た
め
「
変
形
労
働
時
間
制
」
が
認
め
ら
れ

て
い
る
。
こ
れ
は
、
拡
張
さ
れ
た
集
団
協
定

や
労
働
協
約
、
ま
た
は
企
業
や
事
業
所
の
協

定
も
し
く
は
合
意
が
あ
る
場
合
、
一
年
間
を

平
均
し
て
一
週
間
当
た
り
の
労
働
時
間
が
三

五
時
間
を
超
え
ず
、
か
つ
一
年
間
の
総
労
働

時
間
が
一
六
〇
〇
時
間
を
超
え
な
い
と
き
は
、

当
該
年
の
す
べ
て
ま
た
は
一
部
の
期
間
に
お

い
て
、
週
労
働
時
間
を
変
更
す
る
こ
と
が
で

き
る
と
い
う
制
度
で
あ
る
。
週
三
五
時
間
ま

た
は
一
年
単
位
の
変
形
労
働
時
間
制
に
お
け

る
一
六
〇
〇
時
間
を
超
え
る
労
働
時
間
は
、

「
超
過
勤
務
時
間
」
と
さ
れ
る
。
週
八
時
間

未
満
の
超
過
勤
務
の
場
合
は
二
五
％
、
八
時

間
を
超
え
る
場
合
は
五
〇
％
の
超
過
勤
務
手

当
が
支
払
わ
れ
る
。
ま
た
、
一
定
時
間
以
上

の
超
過
勤
務
を
行
っ
た
場
合
、
労
働
者
に
は

超
過
勤
務
手
当
に
加
え
て
有
給
の
「
代
償
休

日
」
を
取
得
す
る
権
利
が
発
生
す
る
。
ち
な

み
に
「
実
労
働
時
間
」
の
定
義
は
、
従
来
、

労
働
法
典
に
お
い
て
「
実
際
に
職
務
が
遂
行

さ
れ
て
い
る
時
間
で
あ
り
、
着
替
え
や
食
事

に
必
要
な
時
間
を
除
く
」
と
規
定
さ
れ
て
い

た
。
し
か
し
、
オ
ブ
リ
第
一
法
で
「
実
労
働

時
間
と
は
、
労
働
者
が
使
用
者
の
指
揮
命
令

下
に
あ
り
、
職
務
遂
行
及
び
個
人
的
な
事
柄

を
行
う
た
め
に
中
断
す
る
こ
と
の
な
い
職
務

遂
行
に
関
連
し
た
労
働
時
間
を
い
う
」
と
し

た
新
た
な
定
義
が
導
入
さ
れ
、
さ
ら
に
同
第

二
法
で
、
食
事
・
休
憩
時
間
及
び
着
替
え
時

間
が
具
体
的
な
項
目
と
し
て
付
加
さ
れ
た
。 

　
こ
う
し
た
三
五
時
間
制
は
、
労
働
者
に
は

ど
の
よ
う
に
受
け
と
め
ら
れ
て
い
る
の
か
。

二
〇
〇
一
年
五
月
、
雇
用
連
帯
省
は
「
労
働

時
間
短
縮
が
生
活
形
態
に
与
え
た
影
響
―
一

年
経
過
後
労
働
者
は
な
に
を
考
え
て
い
る
の

か
？
」
と
題
す
る
調
査
報
告
書
を
発
表
し
て

い
る（
注
）。
本
報
告
書
は
、
二
〇
〇
〇
年
一

一
月
か
ら
二
〇
〇
一
年
一
月
に
か
け
て
、
三

五
時
間
制
に
移
行
済
み
の
労
働
者
一
六
一
八

人
を
対
象
に
行
っ
た
面
接
調
査
の
集
計
結
果

で
あ
る
。
そ
れ
に
よ
れ
ば
、
調
査
対
象
の
労

働
者
の
五
九
％
が
「
日
常
生
活
が
向
上
し
た
」

と
し
、
職
階
が
高
い
ほ
ど
肯
定
的
に
評
価
す

る
傾
向
が
あ
る
。
そ
の
差
は
男
性
よ
り
も
女

性
に
お
い
て
著
し
い
（
管
理
職
の
女
性
で
七

二
・
五
％
、
職
業
資
格
を
持
た
な
い
女
性
は

四
〇
・
二
％
）。「
仕
事
と
家
庭
の
両
立
」
の

負
担
を
感
じ
て
い
る
同
じ
女
性
で
も
、
そ
の

立
場
に
よ
っ
て
時
短
の
影
響
も
異
な
る
と
い

う
結
果
と
な
っ
て
い
る
。
労
働
条
件
へ
の
影

響
で
は
、
四
五
・
六
％
の
労
働
者
が
「
変
化

な
し
」
と
し
、「
悪
化
し
た
」
が
二
八
・
〇
％
、

「
改
善
さ
れ
た
」
が
二
六
・
四
％
と
続
き
、

評
価
は
微
妙
な
も
の
と
な
っ
て
い
る
。
た
だ

し
、
職
階
・
性
別
で
み
る
と
、
職
業
資
格
を

持
た
な
い
女
性
の
労
働
者
の
三
五
・
四
％
が

「
悪
化
し
た
」
と
回
答
し
て
い
る
。
仕
事
量

に
つ
い
て
は
、
時
短
は
仕
事
の
減
少
に
は
つ

な
が
っ
て
い
な
い
よ
う
だ
。
「
短
縮
さ
れ
た

時
間
内
で
以
前
と
同
量
の
仕
事
を
こ
な
さ
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
」
と
す
る
者
が
四
一
・
九

％
、
「
仕
事
の
兼
務
が
増
加
し
た
」
と
す
る

者
も
四
八
・
四
％
に
上
る
。
時
短
は
「
労
働

密
度
の
強
化
」
を
引
き
お
こ
し
て
お
り
、
お

よ
そ
三
割
が
「
ス
ト
レ
ス
の
増
加
」
を
訴
え

て
い
る
。
特
に
労
働
条
件
が
「
悪
化
し
た
」

と
す
る
者
の
中
で
は
、
六
割
を
超
え
て
い
る
。

他
方
で
、
時
短
に
よ
り
「
部
署
の
人
員
が
増

加
し
た
」
と
す
る
者
も
半
数
お
り
、
こ
の
場

合
は
労
働
条
件
に
対
す
る
時
短
の
影
響
を
肯

定
的
に
と
ら
え
る
傾
向
が
強
い
。 

　
こ
の
調
査
で
は
、
「
時
短
＝
労
働
条
件
の

改
善
」
と
は
決
し
て
い
え
な
い
こ
と
が
明
ら

か
に
さ
れ
た
。
「
ワ
ー
ク
シ
ェ
ア
リ
ン
グ
」

「
雇
用
創
出
」
「
仕
事
と
家
庭
の
両
立
」
等 
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「
Ｅ
Ｕ
指
令
」
で
も
減
ら
な
い
長
時
間
労
働
 

イギリス 

6人に1人以上が週48時間を超えて働いている 

と
い
う
キ
ー
ワ
ー
ド
と
と
も
に
注
目
さ
れ
る

フ
ラ
ン
ス
の
三
五
時
間
制
。
全
事
業
所
へ
の

適
用
は
開
始
さ
れ
た
ば
か
り
だ
。
そ
の
影
響

や
効
果
の
分
析
に
は
も
う
少
し
時
間
が
必
要

と
い
え
る
。 

（
注
）
本
調
査
結
果
に
つ
い
て
は
、
日
本
労
働
研
究

機
構
（
二
〇
〇
二
）
「
週
三
五
時
間
労
働
制
が
も
た

ら
し
た
影
響
」
『
海
外
労
働
時
報
三
二
一
号
』
及
び
、

矢
野
昌
浩
（
二
〇
〇
二
）
「
週
三
五
時
間
労
働
時
間

法
と
雇
用
連
帯
省
報
告
」
『
労
働
法
律
旬
報
一
五
二

四
号
』
に
詳
し
い
。 

　
　
　
　
　
（
国
際
研
究
部
　
町
田
敦
子
） 

　
英
国
の
労
働
時
間
は
、
他
の
Ｅ
Ｕ
諸
国
と

比
較
し
て
最
も
長
い
と
言
わ
れ
て
い
る
。
Ｅ

Ｕ
全
体
の
週
平
均
労
働
時
間
が
四
〇
時
間
を

わ
ず
か
に
超
え
る
程
度
で
、
加
盟
国
の
半
数

以
上
が
四
〇
時
間
を
下
回
っ
て
い
る
の
に
対

し
、
英
国
は
四
三
時
間
を
超
え
突
出
し
て
い

る
。
Ｔ
Ｕ
Ｃ（
英
国
労
働
組
合
会
議
）の
調
査

（
１
）に
よ
る
と
、
週
の
労
働
時
間
が
四
八
時

間
を
超
え
て
い
る
労
働
者
の
数
は
約
四
〇
〇

万
人
で
全
体
の
一
六
％
、
一
〇
年
前
と
比
較

す
る
と
約
三
五
万
人
多
く
な
っ
て
い
る
。
週

の
労
働
時
間
を
四
八
時
間
以
内
に
制
限
す
る

こ
と
を
定
め
た
「
Ｅ
Ｕ
労
働
時
間
指
令
（C

-
ouncil D

irective 93/104/EC

）」
を
導
入

し
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
六
人
に
一
人
が
週

四
八
時
間
を
超
え
て
働
い
て
い
る
と
い
う
計

算
に
な
る
。 

 

　
歴
史
的
に
は
限
定
的
な
法
規
制 

　
と
こ
ろ
で
、
英
国
で
は
、
そ
も
そ
も
従
来

か
ら
、
労
働
時
間
規
制
は
ほ
と
ん
ど
婦
人
・

年
少
者
を
対
象
に
し
た
も
の
で
し
か
な
か
っ

た
。
成
人
男
子
の
労
働
時
間
規
制
は
、
特
に

安
全
上
規
制
が
必
要
な
業
種
に
対
し
て
の
み

限
定
的
に
行
わ
れ
て
き
た
に
過
ぎ
な
い
。
労

働
時
間
に
関
す
る
諸
法
を
統
合
し
、
最
初
の

近
代
的
工
場
法
が
制
定
さ
れ
た
の
は
一
八
七

八
年
で
あ
っ
た（
２
）。
一
九
八
〇
年
代
に
入

る
と
、
保
守
党
政
権
は
、
男
女
平
等
原
則
に

反
し
、
か
つ
労
働
経
済
を
阻
害
す
る
と
の
理

由
か
ら
、
労
働
時
間
規
制
を
廃
止
す
る
方
針

を
明
ら
か
す
る
。
英
国
の
経
済
競
争
力
を
回

復
す
る
た
め
に
は
、
徹
底
的
な
自
由
市
場
政

策
を
追
及
す
る
必
要
が
あ
る
と
考
え
た
サ
ッ

チ
ャ
ー
は
、
繁
栄
の
弊
害
と
な
る
他
の
規
制

緩
和
と
同
様
、
こ
の
よ
う
に
限
ら
れ
た
労
働

時
間
規
制
ま
で
撤
廃
し
て
し
ま
っ
た
。
結
局
、

一
九
九
七
年
ま
で
続
い
た
保
守
党
政
権
の
も

と
で
残
っ
た
労
働
時
間
規
制
は
、
一
九
三
三

年
お
よ
び
一
九
六
三
年
の
児
童
少
年
法
（C

-
hildren and Young Person Act

）
に
よ
る

一
三
歳
以
上
の
就
学
児
童
の
労
働
時
間
、
日

曜
労
働
の
禁
止
の
み
で
あ
っ
た
。 

 

　
「
Ｅ
Ｕ
指
令
」
の
導
入 

　
し
か
し
、
一
九
九
七
年
五
月
に
労
働
党
が

政
権
に
返
り
咲
い
て
か
ら
、
事
情
は
一
変
す

る
。
す
で
に
、
保
守
党
政
権
が
無
効
を
主
張

し
て
い
た
「
Ｅ
Ｕ
労
働
時
間
指
令
」
の
有
効

性
が
欧
州
裁
判
所
の
判
決
で
確
認
さ
れ
、
英

国
政
府
は
こ
の
指
令
の
履
行
義
務
を
受
け
る

立
場
に
置
か
れ
て
い
た
わ
け
だ
が
、
ブ
レ
ア

新
内
閣
は
、
直
ち
に
「
一
九
九
八
年
労
働
時

間
規
則
（W

orking 
Tim
e 
Regulation 

1998-SI 1998 N
o.1833

）
」
に
よ
っ
て
、

労
働
時
間
指
令
の
国
内
法
を
実
施
し
た
。
こ

の
規
制
は
、
内
容
自
体
は
比
較
的
緩
い
も
の

で
は
あ
っ
た
が
、
労
働
時
間
に
関
す
る
法
規

制
が
、
成
人
男
子
を
含
め
て
一
般
的
に
適
用

さ
れ
た
こ
と
は
、
英
国
法
史
上
特
筆
す
べ
き

画
期
的
な
出
来
事
で
あ
っ
た（
３
）。 

　
「
Ｅ
Ｕ
労
働
時
間
指
令
」
の
導
入
に
合
わ

せ
、
週
の
労
働
時
間
を
四
八
時
間
以
内
に
制

限
す
る
同
規
則
を
布
い
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

英
国
の
労
働
時
間
は
ど
う
し
て
こ
う
も
長
い

の
だ
ろ
う
か
。
Ｔ
Ｕ
Ｃ
は
こ
の
要
因
に
つ
い

て
、「
オ
プ
ト
・
ア
ウ
ト
」（
労
働
者
の
同
意

を
得
た
場
合
の
み
週
四
八
時
間
の
上
限
を
超

え
て
労
働
さ
せ
る
こ
と
を
認
め
る
特
例
規
定
）

を
英
国
が
採
用
し
て
い
る
点
を
指
摘
し
て
い

る
。
実
際
、
使
用
者
側
の
あ
る
ア
ン
ケ
ー
ト

調
査
で
は
、
七
五
九
社
中
六
五
％
の
企
業
が
、

自
社
の
従
業
員
（
一
部
ま
た
は
全
部
）
に
「
オ

プ
ト
・
ア
ウ
ト
」
に
同
意
す
る
よ
う
に
求
め

て
い
る
ほ
か
、
同
じ
く
使
用
者
側
Ｃ
Ｂ
Ｉ
（
英

国
産
業
連
盟
）
の
調
査
で
は
、
英
国
の
労
働

者
の
三
三
％
が
同
意
書
に
サ
イ
ン
し
て
い
る

と
い
う
結
果
も
で
て
い
る
。 

 

　
Ｅ
Ｕ
を
揺
ら
す
「
オ
プ
ト
・
ア
ウ
ト
」 

　
Ｅ
Ｕ
委
員
会
は
、
こ
の
よ
う
な
「
労
働
者

の
同
意
」
が
一
般
化
し
て
い
て
、
事
実
上
労

働
者
の
選
択
の
自
由
を
制
限
し
て
い
る
と
指

摘
し
て
い
る
。
こ
の
「
オ
プ
ト
・
ア
ウ
ト
」

を
め
ぐ
り
、
今
英
国
の
労
使
は
大
き
く
揺
れ

て
い
る
。
使
用
者
側
Ｃ
Ｂ
Ｉ
に
よ
れ
ば
、
使

用
者
は
「
オ
プ
ト
・
ア
ウ
ト
」
に
署
名
す
る

よ
う
労
働
者
に
日
常
的
に
圧
力
を
か
け
て
い

る
わ
け
で
は
な
い
し
、
被
用
者
は
進
ん
で
（
割

増
手
当
の
た
め
に
、
あ
る
い
は
キ
ャ
リ
ア
上

の
理
由
で
）
長
時
間
働
い
て
い
る
の
で
あ
り
、

長
時
間
労
働
が
で
き
な
く
な
れ
ば
、
多
く
の

被
用
者
が
個
人
的
権
利
の
侵
害
だ
と
考
え
る

だ
ろ
う
と
主
張
し
て
い
る
。
ま
た
同
時
に
四

八
時
間
を
超
え
て
働
い
て
い
る
人
々
の
多
く

が
労
働
時
間
規
制
の
対
象
外
と
な
っ
て
い
る

管
理
者
で
あ
る
こ
と
も
強
調
し
て
い
る
。
一

方
の
、
労
組
Ｔ
Ｕ
Ｃ
の
ブ
レ
ン
ダ
ン
・
バ
ー

バ
ー
書
記
長
は
、
「
オ
プ
ト
・
ア
ウ
ト
」
の

全
面
廃
止
を
要
求
し
て
い
る
。
週
四
八
時
間

以
上
の
労
働
は
、
誰
に
と
っ
て
も
長
す
ぎ
る

と
い
う
主
張
だ
。 

　
Ｅ
Ｕ
委
員
会
は
、
今
年
一
月
、
「
労
働
時

間
指
令
」
の
見
直
し
を
検
討
す
る
た
め
の
協

議
文
書
を
発
表
し
た
。
適
用
除
外
の
特
例
措

置
を
認
め
る
「
オ
プ
ト
・
ア
ウ
ト
」
を
今
後

ど
の
よ
う
に
取
り
扱
っ
て
い
く
か
が
大
き
な

課
題
と
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
労
働
時
間
の

上
限
に
関
し
て
、
週
四
八
時
間
と
い
う
数
字

自
体
は
見
直
し
の
対
象
に
な
っ
て
い
な
い
が
、

週
平
均
労
働
時
間
を
算
定
す
る
対
象
と
な
る

期
間
を
、
現
行
の
原
則
四
ヵ
月
か
ら
見
直
す

か
ど
う
か
が
検
討
さ
れ
る
予
定
だ
。
事
実
上
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統
計
で
は
見
え
な
い
長
時
間
労
働
 

アメリカ 
英
国
の
た
め
の
特
例
規
定
と
し
て
機
能
し
て

き
た
こ
の
「
オ
プ
ト
・
ア
ウ
ト
」
。
な
か
な

か
減
ら
な
い
同
国
の
長
時
間
労
働
の
実
態
を

背
景
に
、
英
国
内
労
使
の
議
論
を
超
え
て
、

Ｅ
Ｕ
の
労
働
時
間
指
令
を
見
直
す
議
論
へ
と

発
展
し
て
い
る
。 

（
１
）
「
海
外
労
働
時
報
」
（
日
本
労
働
研
究
機
構

2002

年4

月
） 

（
２
）Lord W

edderburn, The W
orker and the 

Law
 

（3rd ed.

）,p.404

（Pelican,1986

） 

（
３
）
小
宮
文
人
『
イ
ギ
リ
ス
労
働
法
』
（
信
山
社
，

2001

年
）p89-90

に
詳
し
い 

（
国
際
研
究
部
　
主
任
調
査
員
・
天
瀬
光
二
） 

　
二
〇
〇
三
年
九
月
一
七
日
に
発
表
さ
れ
た

Ｏ
Ｅ
Ｃ
Ｄ
雇
用
ア
ウ
ト
ル
ッ
ク
に
よ
る
と
、

米
国
一
人
あ
た
り
の
年
間
総
実
労
働
時
間
（
平

均
）
は
、
一
八
一
五
時
間
（
二
〇
〇
二
年
時

点
）
で
、
他
の
Ｏ
Ｅ
Ｃ
Ｄ
諸
国
よ
り
若
干
長

い
労
働
時
間
と
な
っ
て
い
る
。
ま
た
、
米
国

の
労
働
時
間
の
推
移
を
み
る
と
、
一
九
九
八

年
か
ら
二
〇
〇
二
年
の
過
去
五
年
間
、
連
続

し
て
減
少
し
て
い
る
。 

　
し
か
し
、
米
国
の
労
働
時
間
を
考
え
る
時

に
注
意
す
べ
き
な
の
が
、
統
計
上
に
は
見
え

て
こ
な
い
労
働
時
間
の
存
在
で
あ
る
。
そ
れ

ら
は
、
公
正
労
働
基
準
法
の
適
用
除
外
制
度

（
ホ
ワ
イ
ト
カ
ラ
ー
イ
グ
ゼ
ン
プ
シ
ョ
ン
）

や
公
務
員
の
代
償
休
暇
制
度
（
コ
ン
プ
タ
イ

ム
）
な
ど
と
深
い
関
連
が
あ
る
。 

現
在
ブ

ッ
シ
ュ
政
権
下
で
は
、
新
自
由
経
済
主
義
の

も
と
、
時
間
外
労
働
の
割
増
賃
金
を
抑
え
よ

う
と
す
る
動
き
が
強
く
、
公
正
労
働
基
準
法

の
改
正
や
雇
用
管
理
の
運
用
改
正
に
つ
い
て

活
発
に
議
論
さ
れ
て
い
る
。 

　
以
下
に
、
米
国
の
基
本
的
な
労
働
時
間
制

度
に
つ
い
て
触
れ
た
上
で
、
時
間
外
労
働
を

め
ぐ
る
最
近
の
動
き
を
紹
介
す
る
。 

  

　
米
国
の
労
働
時
間
制
度 

　
米
国
で
は
、
公
正
労
働
基
準
法
（
Ｆ
Ｌ
Ｓ

Ａ
）
に
よ
り
週
四
〇
時
間
を
超
え
る
労
働
に

対
し
て
、
通
常
賃
金
の
一
・
五
倍
以
上
の
割

増
賃
金
支
払
い
義
務
が
定
め
ら
れ
て
い
る
。

た
だ
し
、
こ
れ
は
週
四
〇
時
間
を
超
え
る
労

働
自
体
を
規
制
す
る
も
の
で
は
な
い
。
つ
ま

り
公
正
労
働
基
準
法
で
法
定
労
働
時
間
を
週

四
〇
時
間
に
規
定
し
、
そ
れ
を
超
え
た
場
合

に
は
割
増
賃
金
の
支
払
い
義
務
が
発
生
す
る

と
い
う
、
間
接
的
な
労
働
時
間
規
制
制
度
と

な
っ
て
い
る
。
そ
の
た
め
厳
密
に
い
う
と
、

連
邦
レ
ベ
ル
で
労
働
時
間
に
か
か
る
規
制
は
、

存
在
し
な
い
。
公
正
労
働
基
準
法
に
お
け
る

労
働
時
間
制
度
の
大
き
な
特
徴
は
、
「
ホ
ワ

イ
ト
カ
ラ
ー
イ
グ
ゼ
ン
プ
シ
ョ
ン
」
と
呼
ば

れ
る
特
定
の
管
理
・
専
門
的
な
ホ
ワ
イ
ト
カ

ラ
ー
を
時
間
規
制
の
適
用
除
外
と
し
て
い
る

点
や
労
働
協
約
に
よ
る
変
形
労
働
時
間
制
度

の
導
入
を
細
か
く
規
定
し
て
い
る
点
な
ど
で

あ
る
。
ホ
ワ
イ
ト
カ
ラ
ー
イ
グ
ゼ
ン
プ
シ
ョ

ン
は
、
主
に
管
理
的
被
用
者
、
運
営
的
被
用

者
、
専
門
的
被
用
者
、
外
勤
セ
ー
ル
ス
マ
ン
、

農
業
、
水
産
業
、
船
員
、
Ｉ
Ｔ
プ
ロ
グ
ラ
マ

ー
、
ニ
ュ
ー
ス
編
集
者
、
タ
ク
シ
ー
運
転
手

な
ど
、
日
本
に
比
べ
て
非
常
に
多
岐
に
わ
た

る
職
業
を
対
象
と
し
て
い
る
。
こ
の
制
度
の

背
景
に
は
、
ホ
ワ
イ
ト
カ
ラ
ー
の
仕
事
は
、

労
働
時
間
の
長
さ
に
と
ら
わ
れ
ず
、
成
果
を

重
視
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
十
分
な
能
力
の
発

揮
や
質
の
高
い
職
務
の
遂
行
に
つ
な
が
る
と

の
考
え
方
が
あ
る
。
し
か
し
、
こ
の
よ
う
な

労
働
時
間
の
適
用
除
外
制
度
が
、
成
果
主
義

の
偏
重
を
招
き
、
見
え
な
い
長
時
間
労
働
の

拡
大
に
つ
な
が
っ
て
い
る
と
い
う
報
告
も
出

さ
れ
て
い
る
。
こ
の
他
、
公
的
機
関
に
つ
い

て
は
、
労
働
協
約
等
に
よ
り
、
一
・
五
倍
の

割
増
賃
金
の
支
払
い
に
代
え
て
、
一
・
五
倍

の
有
給
代
償
時
間
を
代
用
す
る
こ
と
が
認
め

ら
れ
て
い
る
。 

  

　
時
間
外
労
働
を
め
ぐ
る
最
近
の
動
き 

　
ア
メ
リ
カ
の
時
間
外
労
働
を
め
ぐ
る
最
近

の
動
き
と
し
て
、
前
述
の
公
的
機
関
の
被
用

者
に
対
す
る
代
償
時
間
制
度
（
コ
ン
プ
タ
イ

ム
）
に
つ
い
て
、
こ
こ
数
年
、
経
営
者
が
割

増
賃
金
の
支
払
負
担
を
減
ら
す
た
め
に
、
民

間
の
被
用
者
に
つ
い
て
も
導
入
し
よ
う
と
す

る
動
き
が
あ
る
。
し
か
し
こ
の
手
法
は
、
時

間
外
労
働
時
間
の
増
加
や
労
働
者
の
柔
軟
な

休
暇
取
得
の
弊
害
を
招
く
と
い
う
研
究
者
や

シ
ン
ク
タ
ン
ク
の
指
摘
が
な
さ
れ
て
い
る
。

労
働
組
合
や
野
党
か
ら
も
激
し
い
反
発
が
あ

り
、
実
現
に
は
至
っ
て
い
な
い
。 

　
ま
た
、
ホ
ワ
イ
ト
カ
ラ
ー
イ
グ
ゼ
ン
プ
シ

ョ
ン
に
つ
い
て
は
、
適
用
除
外
基
準
が
二
八

年
に
わ
た
り
改
訂
さ
れ
て
お
ら
ず
、
現
代
の

多
様
な
ホ
ワ
イ
ト
カ
ラ
ー
の
就
業
形
態
に
対

応
し
き
れ
て
い
な
い
た
め
、
様
々
な
問
題
が

顕
在
化
し
て
き
て
い
る
。
特
に
複
雑
で
曖
昧

な
適
用
基
準
に
よ
り
使
用
者
が
適
用
除
外
対

象
で
な
い
者
を
適
用
除
外
者
と
し
て
扱
い
、

時
間
外
割
増
賃
金
を
支
払
っ
て
い
な
か
っ
た

と
す
る
未
払
賃
金
確
認
訴
訟
が
急
増
し
て
い

る
。
そ
の
た
め
こ
こ
数
年
、
何
度
か
適
用
除

外
基
準
を
定
め
る
公
正
労
働
基
準
法
の
改
正

案
が
米
国
議
会
に
提
出
さ
れ
て
い
る
が
、
い

ず
れ
も
成
立
に
は
至
っ
て
い
な
い
。
直
近
で

は
、
二
〇
〇
三
年
三
月
二
七
日
に
米
国
労
働

省
が
、
改
正
案
を
公
表
し
、
議
会
に
提
案
し

て
い
る
。
改
正
案
の
主
な
内
容
は
、
本
来
時

間
外
賃
金
が
支
払
わ
れ
る
べ
き
低
所
得
者
層

の
保
護
回
復
と
と
も
に
、
適
用
除
外
基
準
の

収
入
要
件
等
を
全
面
に
出
し
て
明
確
化
・
簡

略
化
を
目
指
す
も
の
と
な
っ
て
い
る
が
、
九

月
一
二
日
に
上
院
議
会
で
否
決
さ
れ
、
現
時

点
で
法
改
正
は
実
施
さ
れ
て
い
な
い
。 

　
否
決
の
理
由
と
し
て
は
、
今
回
の
改
正
案

は
、
高
給
者
に
対
す
る
特
例
や
専
門
的
被
用

者
に
つ
い
て
の
職
務
要
件
が
緩
和
さ
れ
て
い

る
た
め
、
実
際
に
改
正
し
た
場
合
、
新
た
に

適
用
除
外
者
が
急
増
す
る
の
で
は
な
い
か
と

い
う
危
惧
が
あ
る
た
め
で
あ
る
。
ア
メ
リ
カ

労
働
総
同
盟
・
産
別
会
議
（
Ａ
Ｆ
Ｌ
・
Ｃ
Ｉ

Ｏ
）
も
こ
の
改
正
案
に
つ
い
て
、
多
く
の
労

働
者
が
時
間
外
労
働
の
割
増
賃
金
を
受
け
取

る
権
利
を
失
う
可
能
性
が
あ
る
と
し
て
、
反

対
を
表
明
し
て
い
る
。
実
際
、
米
国
労
働
省

が
改
正
案
実
施
後
の
新
た
に
増
加
す
る
適
用

除
外
者
を
約
六
四
万
人
と
見
積
も
っ
た
の
に

対
し
、
民
主
党
系
の
研
究
所
は
約
八
〇
〇
万

人
と
見
積
も
っ
て
お
り
、
推
計
段
階
か
ら
大

き
な
乖
離
が
あ
る
。
し
か
し
、
こ
の
乖
離
が

縮
ま
ら
な
い
ま
ま
、
二
〇
〇
四
年
四
月
二
〇

日
時
点
で
、
労
働
省
は
改
正
案
の
修
正
案
を

新
た
に
発
表
し
、
ブ
ッ
シ
ュ
政
権
主
導
の
も

と
、
時
間
外
労
働
の
適
用
除
外
基
準
の
変
更

に
向
け
た
取
り
組
み
を
進
め
て
お
り
、
今
後

の
動
向
が
注
目
さ
れ
て
い
る
。 

　
　
　
　
　
（
国
際
研
究
部
　
飯
田
恵
子
） 


